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「アフガンに生命の水を」開催！
井戸を掘る医師　中村哲氏講演会

～水がもたらす恵みと平和～

　心が震える貴重な時間となりました。
　とにかく無条件に現地の生命を考え、着
実に歩みを進めておられる中村先生のエネ
ルギーのすごさに圧倒されました。
　また、支援は困った人を救済するという
美談でもなく、一方的なものでもないとい
うことを再確認できました。平和な日本で
毎日起こっている痛ましい事件、危機迫る
アフガニスタンで見える希望と人間らしい
喜び・・・考えてしまいます。
　いかなる場所でいかなる状況に置かれよ
うと、相手の立場に立って考えることが大
切であるとかんじました。

　今日の講演会を聴いて普段のニュースや
大学の講義を受けてわからないことを多く
知ることができて大変ためになったと思い
ます。特に中東アジアで様々な国の思惑が
入交、気候も日本と比べても恵まれていな
い中で、現地の人と協力しながら現地の人
たちのために働かれているというのにすご
く感動を覚えました。

　2016年８月20日（土）松江テルサホールにて開催し、約250名が参加し、講演に
耳を傾けました。
　1984年、パキスタン、ペシャワールに赴任され、ハンセン病の治療に力を注ぐな
かで、医療事情が悪い山岳地帯に診療所を開設。命を助けるために、きれいな水さえ
あればと井戸を掘り、裸足で歩くしかない環境をかえるためサンダルも作成しました。
　ソ連軍の撤退、内戦、9.11に端を発する空爆など戦乱状況下、診療所が１か所
を除き閉鎖。病気の根幹は、食料不足、栄養失調。旱魃、戦争によって砂漠化した農地を回復するために
2003年灌漑用水路建設「緑の大地計画」に着手し、2010年に完成しました。離散した農民も戻ってきて(上
写真）、穀類、果樹園、畜産も可能になってきている。現在も、身の危険を感じる中で、医療活動、新たな
水利事業に取り組んでおられます。講演後の質問で、現地の農業や情勢の立場などの暮らしぶり、命が脅か
されそうになったときの中村講師の思い、教育などについて、現地の実情やご自身の想いを率直にお答えし
ていただきました。
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